
〒902-8511　沖縄県那覇市古島２丁目31番地１
TEL 098-884-5111（代表）
TEL 098-887-1199（急病センター）

http://www.nch.naha.okinawa.jp/

一、 私たちは、 市民の安心できる病院をめざします。
一、 私たちは、 微笑みと優しさを持って接するように努めます。
一、 私たちは、 診療内容をわかりやすく説明・開示するように努めます。
一、 私たちは、 いつも最新の質の高い医療をめざします。
一、 私たちは、 地域の医療機関と協力して開かれた病院をめざします。
一、 私たちは、 医療・福祉・保健の相互連携の発展に努めます。

・だれでも人権が尊重され良質な医療を公平に受ける権利を持っています。
・病気、検査、治療などについて、理解しやすい言葉や方法で十分な説明を受ける権利があります。
・十分な説明を受けた上で、治療方法などを自分の意志で選択する権利があります。
・診療の過程で得られた個人情報は守られ、プライバシーは可能な限り尊重されます。
・自分の診療記録情報の開示を求めることができます。
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きざはし【階】〈梯〉はしご段。地域の皆様と健康生活へのかけはし。

患者さんの権利

・自分の健康に関する情報をできるだけ正確に医療従事者に伝えてください。
・説明を受けてもよく理解できなかったことについて、理解できるまで質問してください。
・すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さんの診療などに支障を与えないよう努めてください。
・病院の規則や指示は守ってください。
・診療などにかかる医療費を遅滞なくお支払いください。医療費に関して疑問や相談がありましたら、
　総合相談センター窓口へご遠慮なくお申し出ください。

患者さんの責務
患者さんに守って頂きたいこと

理念「和と奉仕」
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就任挨拶
新採用医師紹介
初期臨床研修医紹介
治験管理室開設
部署紹介/財務課 用度 グループ
出産体験記
平成23年度退職者激励会
地域がん診療連携拠点病院/在宅医療研究会
平成23年度退職者植樹式
地域医療連携クリニカルパス
メディカルレシピ
ふれあいポスト
登録医紹介

那覇市大石公園



2

　4月1日づけで翁長那覇市長から地方独立行政法人 那覇市立病院の理事長を拝命いたし
ました。ちょうど4年前の平成20年4月から当病院は地方自治体の目新しい行政組織である
地方独立行政法人へ移行してきました。
　今までといったい何が変わり、何が変わらないのかといぶかしがる声も周辺から多数漏
れ聞こえてきておりました。那覇市立とあるように公的病院としての診療機能はなんら変
わりません、むしろ更に充実発展させるための新組織体系ですとバクゼンとお答えしてお
りました。
　幸いにして市民からのこれら疑念は、この４年間の診療実績で払拭されたものと信じま
す。４年前には全国的にもまだ珍しい地方独立行政法人の理事長・病院長職を担った與儀
前病院長のリーダーシップの下で全職員の努力により、この新法人の目標通り成果を上げ
た結果の賜物です。
　この４月から第2期（4年間）に入りますが引き続き更なる診療機能の充実発展を図りま
す。ここ数年来の厚労省の医療政策を2年毎の診療報酬の推移から俯瞰しますと、病院内
部では「チーム医療」を、地域では病院・医院・施設など、急性期・回復期・介護までの
切れ目のない「連携」を推進していく流れが読み取れます。私達はこの流れに棹さして行
く所存です。
　これまで同様かわらぬご指導、ご鞭撻をお願いいたしまして就任のご挨拶といたします。

照喜名重一
理事長兼病院長

照喜名重一
理事長兼病院長

就任挨拶

　第１期中期計画は、那覇市立病院が全部適用から地方独立行政法人化した2008年4月1日
から2012年3月31日で終了しました。病院は継続すべく延長線上にあり、既に第2期中期目
標が那覇市より提示され、中期計画が2012年4月1日から開始されました。常に市民の健康
と安全・安心を確保するための計画を立案し、達成するために努力します。365日何時で
も救急患者さんに対応できる体制を整え、市民・地域の皆様や近隣医療機関・クリニック
から信頼される病院、中核病院としての役割を果たせるように努めます。そのためには、
職員全員が「全ては患者さんのために」という思いにベクトルを向け、職員一人一人が自
院を愛し、満足して働けるような明るい職場を構築しなければならないと考えております。

島袋　洋
副院長兼医療支援部長

島袋　洋
副院長兼医療支援部長

　那覇市立病院は與儀實津夫前理事長兼病院長の任期満了に伴い、平成24年4月
1日より、新体制となりました。理事長兼病院長及び、副院長からご挨拶申し上げます。



3

　平成24年4月1日をもちまして理事（副院長）に任命されました大城でございます。当院
は平成22年12月に地域医療支援病院に指定され、登録医の先生方には常日頃から大変お世
話になっており、あらためまして御礼申し上げます。
　これからも“地域完結型”または“地域循環型”の医療体制を確立し、“紹介患者さんを
断らない”地域に開かれた病院を目指して、今まで以上の努力を続けて参ります所存でご
ざいます。登録医の先生方の忌憚のないご意見をどしどしお寄せいただけましたら幸いで
ございます。これからもタッグを組んで患者さんの為に一緒に頑張りましょう。

大城　健誠
副院長 兼 診療部長

大城　健誠
副院長 兼 診療部長

　市立病院は医療崩壊といわれたこの数年間の荒波を乗り越えてきています。先見の明を
備えた先の管理者のみなさんの舵取りも見事だったと思いますが、現場で働く市立病院職
員のチームワークの成果だと確信しています。しかしながら、医療の危機的状況はいつま
で続くかわかりません。私自身、現時点で明確なビジョンがある訳でもありません。ただ、
患者さんにとって良い医療はもちろん、そこで働く私たちが充実し、決してつらくない空
間、そして時間の共有を目指してバックアップできたらいいかなと思っています。とはい
え、机上の医療経営用語が脳裏をスルーしないように必死になっている今日この頃です。

屋良　朝雄
副院長兼医療技術部長

屋良　朝雄
副院長兼医療技術部長

　この度、副院長兼看護部長に就任いたしました。困難な時期を乗り越え現在の「地方独
立行政法人　那覇市立病院」の姿がありますが、変革を恐れず歩んできたことに職員の一
人として誇りを感じています。これからも現状に甘んじることなく、地域に必要とされる
病院を目指し、変化し続けていければと考えています。微力ではありますが、副院長の一
人として、組織運営に貢献していきたいと考えています。
　さて、この度の診療報酬改定は「医療と介護の役割分担の明確化と地域における連携体
制の強化の推進及び、地域生活を支える在宅医療の充実」などが重点課題としてあげられ
ています。地域全体を視野に急性期病院・在宅療養支援診療所・訪問看護・介護施設等と
これまで以上の密着した連携が求められています。当院も地域の皆様と良好な連携をとり
ながら、質の良い医療の提供したいと考えています。これからも皆様のご指導、ご鞭撻よ
ろしくお願いいたします。

宮城　とも
副院長兼看護部長

宮城　とも
副院長兼看護部長
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 ー部署紹介ー ●シリーズ 21

　用度グループは、医療現場スタッフと直接、物品のやり取りを日常業務としているので、事務

職では最も医療現場と密接に関わりのある部門だと思います。

　現場スタッフから専門用語が飛び交うのは常であり（専門用語を理解するのに2～3年掛かると

いわれてます）、要請のあった物品を迅速かつ正確に調達しなければなりません。

　また、納品するだけではなく診療材料費の購入単価の低減や各部署の適切な在庫管理などによ

り、費用節減にも努めなければなりません。物品購入費の予算は限られています。現場から要求

のあった事のみ対応をしていては、予算は直ぐオーバーしてしまいます。

　平成20年度から那覇市立病院は、地方独立行政法人となり病院独自の職員採用が導入されまし

た。用度グループでも、より専門性を高めた人材を育成している段階です。

　市民の皆さまに、より安心で信頼できる質の高い医療が提供できるよう、那覇市立病院の職員と

して私達、用度グループも日々努力してまいりたいと思います。

用度グループ職員は、常勤4名・臨時2名・委託3名（薬剤室配置1名含む）で、構成されています。

病院内で使用される全ての診療材料（注射器・注射針・ガーゼ等）や、消耗品（トイレッ

トペーパー・事務用筆記用具等）、パンフレット等の印刷物の調達、在庫管理。

検査・診断・治療等に使用する医療機器の購入。

椅子・テーブル・テレビや冷蔵庫等の備品購入。

業者に対して、医療機器の修繕や保守メンテナンス・在宅用医療機器の賃借等。

主な業務内容として

*

*

*

*

財務課 用度グループ財務課 用度グループ
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永田　可奈子さん
　この度、私は勤めていた職場那覇市立病院で

出産しました。

　初産は予定日より遅く産まれてくると言いま

すが、私は予定日通りの出産でした。朝、下腹

部の痛みで目覚め、「おっ、これが陣痛か」と

思うと10分間隔からすぐに5分間隔の陣痛になり、いよいよ出産だと意気込み病院に到着しまし

た。最初のうちは陣痛の痛みも軽く、「なんだ、陣痛はそんなに痛みが強くない。これなら大丈

夫」と思っていました。しかし、分娩が進行するにつれ、だんだんと痛みが激しさを増し、「こ

の痛みはいつまで続くの？痛みに耐えられない！早く産まれてきて！」と思いながらも夫のマッ

サージに助けられ、何とか痛みに耐えていました。陣痛に耐え12時間、分娩室へ移動し「いよい

よ出産だ、あと少しで会える！」と自分に言い聞かせていましたがやっぱり痛みに耐えられな

い！付き添っている助産師さんを叩き、そばにいる夫を叩きながら痛みに耐えていましたが、赤

ちゃんが下におりてきてない。「分娩に時間がかかっているので、緊急の帝王切開になります」

と言う先生の説明を受け、帝王切開で出産しました。「赤ちゃんも頑張っているからお母さんも

頑張らなきゃダメだよ」と言う助産師さんの言葉にとても勇気をもらいました。自然分娩で出産

すると思っていたのでまさかこんな事になると思わず、陣痛の辛さや帝王切開後の傷の痛みとい

う両面を体験する事ができ、本当にお産は何があるか分からないと実感しました。

　出産後は母子同室を体験し、赤ちゃんと過ごす生活の予行演習ができこれから子育てがスター

トするのかという実感がわきました。初めての出産で色々と分からない事もありましたが看護師

の方々の親切、丁寧な育児指導にとても満足いく入院生活でした。

10

永田　結奈（ゆな）ちゃん
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　平成24年3月29日（木）に、ホテル日航那覇グランドキャッスルにおいて、平成23年度退職者

激励会が行われました。

　今回は、定年及び勧奨退職を迎える6名の方のほか、地方独立行政法人の初代理事長として市

立病院をリードしてこられた與儀實津夫院長が、任期満了で退任されることから、病院内外から

200名を超える方々が出席されました。

　来賓として挨拶に立った翁長雄志那覇市長は、市立病院の地方独立行政法人化に触れ、「與儀

院長を始めとする病院幹部が、経営健全化と病院の質向上のため地方独立行政法人に移行させ

てほしいと私に直談判に来た。」と振り返り、当時まだほとんど例のなかった地方独立行政法人移

行を主導した先見の明と病院発展への熱意の上に現在の市立病院はあると述べられました。

　そのあと挨拶に立った與儀院長は、「（昭和55年の）病院開設時からいつの間にか32年も経っ

てしまった。最後の10年は院長としていろんな事を経験させてもらったが、こうして送り出し

てもらえることは大きな歓びである。」と締めくくられました。

　職員有志による余興も盛り上がり、思い出深い一時となりました。

平成23年度 退職者激励会平成23年度 退職者激励会
波 平    治事務局　総務課長

（退職者）
與儀 實津夫院長、久高 弘志副院長、中森 えり副院長、屋宜 盛秀精神科科部長、

渡嘉敷 このみ栄養室長、大城 勝美医療情報グループ長、与那城 米子看護師長（欠席）
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　平成24年3月1日（木）地域がん診療連携拠点病院・地域

医療支援病院として、地域との連携及び在宅医療の実際を

学ぶことを目的に、在宅医療研修会が開催されました。

　講師は、こころクリニック院長 又吉 嘉伸 先生で、テー

マは「在宅医療の実際－市立病院との医療連携と症例を通

して－」で、那覇市立病院から退院され、在宅訪問診療・

訪問看護を利用して療養された患者さん３人の紹介でした。

　まず始めに、在宅医療の内容について、定期訪問、24時

間対応である、在宅での医療行為だけではなく、セルフケア

も含む、チームアプローチと社会資源の活用が重要(急性期

病院・訪問看護ステーション等の連携、介護保険活用）と説

明されました。

　また、在宅医療で可能な医療的処置や検査方法については、電子カルテも含めて、ほぼ

入院医療機関と同様の医療・管理ができることが紹介されました。

　在宅医療の問題点としては、急変時の対応が困難な場合もあり、特に末期状態では混乱

しないためにも、どの程度までの対応・処置をするか前もって決めておくことが重要である。

（具体的には、緊急時の対応範囲：救急車を要請するか、心臓マッサージ、気管内挿管、

人工呼吸器はどうするか等）

　さらに、連携としては、病・診連携では、検査・入院（急性症状、疼痛コンロトール等）、

診・診連携では専門医の紹介、24時間対応、訪問看護との連携では医療依存度の高いケー

スの場合が特に重要である。診療所単独では24時間・365日の対応には限界なので、広義

では医療・介護・福祉とのネットワーク、狭義では医師

同士の連携・ネットワークが今後ますます重要であると

述べられました。

　最後に、在宅医療は包括的ケア（医療・介護・福祉・行

政）であり、訪問看護師・ケアマネジャー・相談員等の

異なる事業所が集合してチームアプローチを行うこと、

24時間対応を可能にするには、連携の強化が必要である。

また、本人・家族を含めて「闘病生活・在宅生活のイメー

ジ・シミュレーション」を行うことが大切と締めくくら

れました。

主催：地域がん診療連携拠点病院運営委員会　地域医療連携委員会

 ー地域がん診療連携拠点病院ーシリーズ 11

平成23年度 在宅医療研修会平成23年度 在宅医療研修会

講師：又吉 嘉伸 先生

座長：宮里 浩 先生
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那覇市立病院　園芸クラブ

　平成24年3月30日（金）9：30～3階屋上庭園と正面玄関前で、毎年恒例の退職・修了記念
植樹式が行われました。
　植樹式は、緑と花が患者さんの治療・療養を助け、職員のリフレッシュの一助になることを祈
念し、退職・修了者が永年お世話になった那覇市立病院へ感謝の意として開催しています。
園芸クラブが企画し、退職者・臨床研修修了医師が発起人となって、園芸ボランティアの皆さ
んの協力で行っています。
　今回の記念樹木に＜樹蘭（ジュラン）＞を選定し、贈呈されました。ジュランは、別名「チャイニ
ーズ・パヒューム・ツリー」と呼ばれており、香水「ヒューゴ・ウーマン」に原材料として使用されて
います。黄色の小さな花が咲きます。
　退職・修了者の皆さんは、退職辞令や感謝状を胸に、スコップを片手に、感慨深くまた和気
藹 と々植栽を行いました。

平成23年度　退職・修了記念植樹式平成23年度　退職・修了記念植樹式平成23年度　退職・修了記念植樹式



～地域連携クリニカルパス～～地域連携クリニカルパス～

　当院では、現在4種類の地域連携クリニカルパスが稼働しています。
　地域連携クリニカルパスとは、那覇市立病院と回復期病院や地域のクリ
ニックが協力して、患者さんの診療にあたる際の情報交換、情報共有するためのツールで
す。いつもご協力頂いている医療機関の方 と々、定期的に意見交換する場や症例検討会・
勉強会等を積極的に企画していきますので、是非ご参加ください。
　写真は、平成24年2月に開催した「脳卒中連携懇話会」と「大腿骨頚部骨折合同会議」
の様子です。多くの方々の参加を頂き有意義な時間でした。
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事務　町田 久巳（まちだ くみ）

　4月から配属になりました。医療機関に勤務することは初
めてなので新鮮で刺激のある毎日を送っています。
　地域医療連携室はその名の通り、地域と医療を繋ぐ部
署であり、当院にとって欠かせない役割を担っていると感じ
ました。当院と地域、患者さんを円滑に
繋ぐことのできる笑顔で親しみやすい
職員を目指します。
　地域の医療でお困りのことがありま
したらいつでもお尋ね下さい。お待ちし
ております！

　地域連携クリニカルパスとは、那覇市立病院と回復期病院や地域のクリ

～新人を紹介します！～～新人を紹介します！～～新人を紹介します！～

第3回 大腿骨頚部骨折
連携パス合同会議の様子

手術見学の様子脳卒中連携懇話会の様子

外間　尚美地域医療連携室　看護師長



 分　類　

野 菜 類

タンパク質

炭 水 化 物

食べ物

ゴボウ(２本)

昆布(２個)

こんにゃく(２個)

大根(２個)

てんぷら

赤かまぼこ

もち

エネルギー (Kcal）

20

18

32

16

174

38

282

580

清明祭重箱料理清明祭重箱料理

『沖縄の年中行事』で 4月（旧暦 3月）と言えば『清明祭』。
沖縄の3大行事で親戚一同が集まりお墓参りをし
ます。
墓前でのご馳走は「重箱料理」や「菓子」「果物」。
行事料理はエネルギー量が気になるところです。

今回、行事の時でも栄養バランスを考えて食べるコツをご紹介します。
①始めに野菜類・・・・・「ごぼうの煮付け・こんにゃくの炒り煮・結び昆布」などから
②次に主菜の蛋白質・・・「揚げ豆腐・魚天ぷら・カステラカマボコ」などから
③主食になる炭水化物・・重箱料理では「もち」

このように･･･

合　　計

こんにゃくの炒り煮・結び昆布・ゴ
ボウの煮付け・大根の煮付けは低
エネルギーで食物繊維が豊富、健
康が気になる方に安心な料理で
す。白餅1個はご飯1膳分（約150g）
と同じエネルギー量です。

食べ過ぎに注意したいのが、揚げ
豆腐・カマボコ・魚天ぷら・三枚肉
など。

沖縄料理の栄養量表示や沖縄の食材を掲載
「食べてちゃーがんじゅう『沖縄の健康食』」
定　価　1,500 円
発　行　日本糖尿病協会沖縄県栄養士部会
　　　　沖縄県浦添市字前田 1850-１
電　話　098（942）5311

※一般書店での販売はございません。詳しくは問い合わせください

沖縄の栄養士による  うちなーんちゅのための献立集

久しぶりに顔を合わせる親戚の方 と々楽しい一時を過ごす清明祭。
未来の健康のため、栄養バランスを考えてはいかがでしょうか？
久しぶりに顔を合わせる親戚の方 と々楽しい一時を過ごす清明祭。
未来の健康のため、栄養バランスを考えてはいかがでしょうか？
久しぶりに顔を合わせる親戚の方 と々楽しい一時を過ごす清明祭。
未来の健康のため、栄養バランスを考えてはいかがでしょうか？
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ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト

ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト

ベッドのシーツ交換について教えてください。

基本的にシーツ交換は週１回となっております。
ただし、シーツが汚れた等、衛生面から交換が必
要となった際は交換しておりますので、スタッフ
へ声をおかけ下さい。

ご意見

回 答

外来診察の待ち時間が長い。「医者は足りて
いる」と言うがもっと増やして欲しい。

待ち時間に関して様々な取組みをしています
が、解消に至っておりません。いつもより診察
が長くなる患者さんや、緊急の患者さんが入ら
れたりと、待ち時間が長くなる事がございま
す。待ち時間解消のため、さらなる改善を進め
てまいります。御迷惑をおかけしますが、ご理
解くださいますようお願い申し上げます。

ご意見

回 答

　
病
院
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
苦
情

の
投
書
箱
の
こ
と
で
す
。
当
院
で
は
院

内
各
所
に
「
ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト
」
を
設

置
し
、
病
院
改
善
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト
と
は
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平成24年4月1日

外来担当医師表外来担当医師表 〒902-8511 沖縄県那覇市古島２丁目３１番地１
　　　　　　　TEL 098-884-5111(代)

完全予約制です。

完全予約制です。

(第4金曜日は休診）

（要予約）

完全予約制です。




